
◆進む人口減少と労働力人口の減少◆
本市の人口は、平成27年国勢調査によると53,380人で、平成22年の54,328人から約1,000人減少し、年齢３区分別人口についても
65歳以上の割合が増加、15歳未満の割合が減少しており、人口減少、少子高齢化及びそれらに伴う労働力人口の減少が進んでい
る。

◆全国や京都府より深いM字カーブ◆
このような状況の中、女性の労働力率は、結婚、出産期に当たる年代に一旦低下し、育児が落ち着いた時期に再び上昇する、い
わゆるＭ字カーブが全国や京都府よりも深くなっており、35～39歳で63.1％と、全国67.2％、京都府68.0％（いずれも平成22年）を下
回っている。

◆自己実現を望む女性、ワークライフバランスが実現できない現実◆
また、意識調査では、就業継続、再就職も含めて就業を希望する女性は78.4％であったが、「仕事や自分のやりたいことができな
い」と答えた女性が36.4％あり、さらに、全体の半数の女性が、ワークライフバランスを実現できているかという問いに「いいえ」という
回答をしており、女性活躍が困難な実態である。「夫は仕事、妻は家庭を中心にする」という固定的な性別役割分担意識への問いに
ついても、「そう思う」が平成21年47.5％から平成26年39.2％へと減少傾向にあるものの、約４割の市民が、いまだ男女の固定的な
家事・育児の役割分担意識を持っている。

◆女性活躍推進の拠点となる女性活躍センターの整備と明らかになった地域の女性ニーズ◆
以上の課題に対応するための拠点として、平成３０年度に向日市女性活躍センターがオープンし、女性活躍推進の情報収集・発
信を行ってきた。
その中で、女性起業家同士のコラボレーションによる新たなビジネスチャンスの創出にチャレンジしたいとの要望や、様々な形で就
労を希望する女性に対するメンターからの生の声を聞く機会や就労に関する相談の実施など、本市における女性が自分らしく働くた
めの具体的な施策を望む声が上がっており、今後は、情報の収集、発信に加え、女性活躍センターを中心とし、多様化した女性の
就労ニーズに対応していくための具体的な事業展開が喫緊の課題となっている。

地域の実情と課題

働き方はワタシらしく応援事業【向日市】



働き方はワタシらしく応援事業【向日市】

新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、雇用の増加を
見込むことはできなかったが、「自分らしい働き方」を参加者が
具体的にイメージし、交流することで参加者同志の得意分野を
コラボレーションし、仕事のスキルを向上させることができた。
また、各事業についてインスタグラムを利用し、発信したことに
より、閲覧者の増加及び参加者の増加に繋がった。

事業に参加する年齢層に偏りがあるため、若い世代にも参加
していただき様々な働き方を支援する。

今後の課題

市内女性起業家と連携し、セミナーの実施を行った。また、市
内の女性起業家がパーソナリティーを務めるラジオ番組に出演
する等連携を行った。

連携団体

事業の効果

市内の女性起業家と連携し、企画から運営まで市と協働して実施
した。

事業の特徴

◆自分らしく働きたい女性を応援する支援事業の展開◆
○現在起業している女性同士がコラボレーションすることで、新た
なビジネスチャンスを創出し、市全体の雇用の増加へとつながる。
また、身近な女性がロールモデルとなり、自分らしく働くことを発
信していくことで、多様な働き方を女性自身が実感し、自分らしく
働くことにより、女性の労働力率が上昇する。

○女性の視点を重視した自由で豊かな発想による、「働くワタシ」
を応援する事業を展開することで、市民全体の女性の就労に対
する意識が良い方向に変化し、結果、男性の家庭生活への参加
が増える。

双方が好サイクルを形成し、活気と魅力あふれる向日市となるこ
とを目指す。

目的・目標



事業の概要

ワタシらしく働くチャンスをつかむ「あすもあ応援ルーム」

起業を目指す女性や新たなビジネスチャンスを希望する起業女性、子育てが落
ち着いた後、就労を希望する対象に自分らしい働き方を具体化するためのセミ
ナーやワークショップを行い、参加者の新たな可能性を見つけ出す支援セミナー
を計４回実施した。



明日からもワタシらしく「あすもあフェスティバル」

出産や子育てを機に一度仕事を退職したが、子育てが落ち着いてもう一度働
きたい女性等の就職活動を応援し、働いている方には日々の心身の疲労を癒し、
働く活力を得るための講座を実施した。
また、市内で活躍する女性起業家と協働し、企画・運営を行った。

チラシ


